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原始惑星系円盤研究会

2013年 8月 19日～ 2013年 8月 22日

国立天文台 三鷹キャンパス講義室

73人

本研究会は対象を原始惑星系円盤に特化した園内研究会である。惑星形成過程

の理解のため、その惑品形成の現場である原始惑坐系円盤の現解は必須である。

また、 原始惑益系円盤はALMA望遠鏡の重要なターゲットなっており、国際的にも

現在注目を浴びている研究対象である。例えば、 2013年1月には、札MA望遠鏡を用

いた原始惑星系円盤の観測成果がNature誌に掲載された。本研究会の主な目的は

以下の三点である。

1.原始惑星系円盤の最新の観測事実 ・理論計算結果の共有

2.星形成研究と原始惑長系円盤研究の連携に関する議論

3.理論研究と連携した観測提案の模索

惑星形成の現場である原始感昼系円盤の研究は、近年の高空間分解能 ・高波長

分解能観測とともに大きな発展を見せている。例えば、すばる望遠鏡やSMA,ALMA

を用いた多波長高分解能観測によってダストとガスの詳細！なダイナミクスが明ら

研究集会の概要 ｜かになってきた。更にHe問 he］やSMA,ALM／＼による高波長分解能観測により複雑な

分子種の存在が示唆され、被数の分子輝線を利用した混度構造の解明も進んで、き

ている。これらの観測事実をダストの成長やダイナミ クス計算、円盤の熱構造と

いった理論モデノレによって検証し、原始惑星系円盤の姿を明らかにしていくこと

が、惑星形成過程の解明のためには藍要である。更に、星形成過程の理論 ・観測

研究の発展により、原始惑組系円盤の形成期の状態も明らかになってきたこと

で、星形成から惑星形成までの首尾一貫したシナリオについて、議論することが

可能になってきた。

そこで本研究会では、これら最先端の観測 ・理論研究結果を幅広い招待講演者

のレビュー講演によってまとめた上で、異なる波長の観測研究の連携や理論研究

との連携の可能性を議論する。このような対象を特化した深い議I愉はALMAやTMTと

いった大型望遠鏡の時代において、激しさを増していくと予想される国際競争を

勝ち抜く上で必須で、ある。
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研究集会の成果

その他参考

となる事項

（希望事項も

含む）

研究会は参加者が予想を大幅に超える 73名となった。 このことからも この分

野に注目が集ま っていることが伺える。発表者は、レビューが 7名に対して ーー般

講演が 18 1; .ポスター講演が 13名となった。 レビュー及びー般講演について

は、議論を行うため十分に時間を確保した。具体的にはレビュー講慣が 50分発

表十 10分質疑、 会般講演が 20分発表＋ 1 0分質疑とした。その結果、講演中

及び講演後の質疑応答の時間に活発な議論を行 うことができた。また、ポスター

講演には学生を中心に 13名の発表があり、多く の議論を行うことができた。

研究会の当初Jの目的は概ね達成寸一ることに成功した。まず、レビュー講演によ

って原始惑星系円盤に関する最新の観測事実・理論計算の共有を行うこ とができ

た。 これによって、現在所発に議論されている内容を確認し、今後の研究の方向

性をi議論することができた。また、原始惑星系円盤に研究トピックを絞ることに

より、星形成の研究者と惑星形成の研究者が互いに議論するこどができた。本研

究会内では将来の観測提案のH体的な議論までは進．まなかったが、各所で今後 ど

のような}j向性でモデ、ル化や理論計算を行うべきかの議論がなされていた。

今後、この研究会での議論を踏まえて、観測 ・瑚論のjllTj面から研究が発展 して

いくことを期待する。

会場については検討の余地があった。今回の研究会は国立天文台講義室にて行

った。 大セ ミナ一室で行わなかったのは、 50～ 7 0名粍度の研究会では、大セ

ミナ一室では活発な議論を行うのが｜剥難なためである。そのため部屋の大きさと

しては講義室が最適であったが、講義室はスクリーンが低いこと と観客席に傾斜

が無いため後方からスクリ ーンが見づらく、快適な研究会の環境とは言えなかっ

た。また、ポスターはロビーに展示したが、空調がなくかなり蒸し暑くなってし

まった。

国立天J.：台がこのような研究集会の中心的存ιであるためには、このような 5
0～ 7 0名程度の会議を快適に開催できる場所を確保することが必要で、あると思

われる。


